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2021年 6月 13日 

Communique-3 （競技系） 

チーフコミッセール 岩間光輝 

 

1. 今大会のコミッセールパネルは、下記の通りとする。 
岩間光輝、高畑秀規、堂後逸代、炭竈純一、伊藤靖夫 

 

2. マディソンにおける注意事項について 
・マディソンのスプリント周回は、333 トラックにおいては 6周回となる。 

・マディソンでは一周回又は数周回ラップされた選手は、コミッセールにより除外される。 

 

3. 男子ポイントレース、スクラッチ及びマディソンにおける専用ゼッケンについて 
大会受付時に配布するゼッケンとは別に、ポイントレース、スクラッチ及びマディソンでは、専用ゼッケン

を使用する。予選，決勝の各レース開始前に配布するので、場内アナウンスに注意し、取りに来ること。各

レース参加選手は、番号間違いが無いように当然に自分自身で確認の上、審判が視認できるように安全

ピンでしっかり取り付けること。また、フレーム番号を配布するので、フレームトップチューブ中央にテー

プ等で取り付けること。（トランスポンダーは装着しないので、ゼッケン及びフレーム番号が選手判別

において非常に重要となるため、十分に留意すること。） 

 

4. タイム計測種目の計時について 
本大会では、タイム計測種目の計時に電子計時を使用する。各自出走順になったら、速やかに 各自の

ペダル位置を合わせて、自転車のスターティングブロックへのセッティングを担当競技役員に依頼すること。 
競技場内よりタイム通知等ができるチーム員は、IPの際の１名のみである。 

 

5. レース出場選手自身による出走の順番の確認について 
競技の進行状況の把握に努め、次走者は前のレース終了前にスタート地点付近にて待機すること。遅

れた選手，他の選手と同時にスタート位置に付けない選手は、レースから除外する他、罰則の対象と

なる。 

 

6. ゼッケン位置について 
ゼッケンの取り付け位置は下図の通りとし、安全ピンは各自にて用意すること。なお、両面テープでの固

定は、剥がれるケースが散見されているため、今回大会では認めない。また、今大会においては、ゼッケ

ンは回収しない。 

http://www.remus.dti.ne.jp/%20～jicf/
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7. バイクチェックについて 
コロナウイルス感染防止対策として、レース前のバイクチェックは行わず、セルフチェックとする。 

ただし入賞者を対象に、各レース終了後すぐにコミッセールが個別に検車を行う予定である。該当選手

はアナウンス等に注意し、すみやかに検車場に集合すること。 

 

8. マディソンについて 
同じ学校で２チーム参加する場合は、ジャージ及びヘルメットは色彩を違うものにすること。（当種目に

限っては危険防止の観点から一方のチームに旧登録ジャージ等登録以外のジャージを可とする。また、

同じ学校から２チーム以上参加する場合は、ヘルメットの色彩で区別することを推奨する。） 

 

9. バンチレースについて 
事故等に備えたチーム員は、必要な機材をあらかじめウオームアップエリアの走路入り口付近に準備・

待機すること。ただし事故の際にインフィールドに入る際は、コミッセールの許可を受け、その指示に従

うこと。 

 

10. バンチレースにおけるニュートラリゼーションについて 
ニュートラリゼーション適用の際の周回数は、４周以内とする。 

 

11. タンデムスプリントについて 
予選は５周回で行われ、最後の１周を計測する。同タイムの場合は、最後の２００mのタイムの良い方を

上位とする。それでも同タイムの場合は、抽選とする。 

対戦は、333.33m トラックでは、５周回で行われる。 
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